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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】従来の装飾用照明器具は、ＬＥＤ等の光源の像
をハーフミラー側からしか見ることができず、その反対
側に位置する鏡側の面を活用することができないという
課題があった。そこで、両面を活用することができる装
飾用照明器具を提供する。
【解決手段】対向する２つの板状部材１０、２０の対向
する表面上にハーフミラー１５、２５をそれぞれ設け、
２つのハーフミラーの間に光源５０を配置する。光はハ
ーフミラー間で反射され、ハーフミラーには、それぞれ
の配置位置に応じた光源の像が写り、ハーフミラー１５
に映った像は、ハーフミラー２５を通してＡ方向から見
ることができ、ハーフミラー２５に映った像は、ハーフ
ミラー１５を通してＢ方向から見ることができる。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
対向する２つの板状部材の対向する表面上にハーフミラーをそれぞれ設け、当該２つのハ
ーフミラーの間に光源を配置することを特徴とする装飾用照明器具。
【請求項２】
前記２つのハーフミラーの表面間の距離が異なる距離変動部を有することを特徴とする請
求項１に記載の装飾用照明器具。
【請求項３】
前記距離変動部は、前記ハーフミラーを屈曲させることによって形成されることを特徴と
する請求項２に記載の装飾用照明器具。
【請求項４】
一方の板状部材の他方の板状部材側とは反対側の表面の少なくとも一部に、着色された半
透明の薄膜が設けられていることを特徴とする請求項１～３の何れか１項に記載の装飾用
照明器具。
【請求項５】
一方の板状部材の他方の板状部材側とは反対側の表面の少なくとも一部に、情報を表示す
る表示部が設けられていることを特徴とする請求項１～４の何れか１項に記載の装飾用照
明器具。
【請求項６】
一方の板状部材の他方の板状部材側とは反対側の表面に設けられた表示部に表示された情
報と、他方の板状部材の一方の板状部材側とは反対側の表面に設けられた表示部に表示さ
れた情報とが異なることを特徴とする請求項５に記載の装飾用照明器具。
【請求項７】
前記光源は、前記装飾用照明器具の内側端部に配置されていることを特徴とする請求項１
～６の何れか１項に記載の装飾用照明器具。

 
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は、屋内および屋外で使用される装飾用照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来の装飾用照明器具の概略断面図を図９に示す。この図に示すように、従来の装飾用照
明器具１００は、ウレタン等によって形成された側部材１３０を挟んで、ガラス板１１０
とアクリル板１２０とが対向するように配置された箱体で構成されている。ガラス板１１
０のアクリル板側表面には鏡１１５が形成され、一方のアクリル板１２０のガラス板１１
０側表面にはハーフミラー１２５が形成されている。そして、ガラス板１１０の端部とア
クリル板１２０の端部とを接続する側部材１３０上には、外部電源に接続されたＬＥＤ１
５０が所定の間隔で複数設けられている。
【０００３】
このような従来の装飾用照明器具１００のＬＥＤ１５０を点灯させると、ＬＥＤ１５０は
ハーフミラー１２５と鏡１１５との間に配置されているので、ＬＥＤの光はハーフミラー
１２５と鏡１１５と間で反射される。その結果、ハーフミラー１２５と鏡１１５とには、
それぞれの配置位置に応じたＬＥＤの像１５０ａが写り、鏡１１５に映ったＬＥＤの像１
５０ａは、ハーフミラー１２５を通してＸ方向から見ることができる。
【０００４】
また、ハーフミラー１２５は、入射する光の一部を透過させるため、ハーフミラー１２５
によって反射されたＬＥＤの像１５０ａはハーフミラー１２５に反射されるたびに暗くな
る。したがって、鏡１１５の奥の方に見えるＬＥＤの像１５０ａほど暗くみえる。その結
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果、例えば、装飾用照明器具１００がツリー状の場合には、図１０に示すように、ハーフ
ミラー１２５と鏡１１５との配置位置に応じて、見かけ上のＬＥＤ１５０の数を増加させ
ることができ、かつ、見かけ上のＬＥＤ１５０の配置や光量（輝度）によって、装飾用照
明器具１００が立体的に見えるようになっている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平３－２５４００６号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
しかしながら、従来の装飾用照明器具は、ＬＥＤ等の光源の像をハーフミラー側からしか
見ることができず、その反対側にある鏡側の面を活用することができない（一方面側しか
活用できない）という問題点があった。
【０００７】
また、従来の装飾用照明器具では、ＬＥＤ等の光源の像がそのまま見えるだけで、光源の
像について変化をつけることができないという問題点があった。
【０００８】
本考案は上述した事情に鑑み、両面を活用することができる装飾用照明器具を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
本考案の考案者は、上述した問題点に関して鋭意研究を続けた結果、以下のような画期的
な装飾用照明器具を見出した。
【００１０】
上記課題を解決するための本考案の第１の態様は、対向する２つの板状部材の対向する表
面上にハーフミラーをそれぞれ設け、当該２つのハーフミラーの間に光源を配置すること
を特徴とする装飾用照明器具にある。
【００１１】
かかる第１の態様では、両面から光源の像を見ることができるので、より多くの者の目を
引き付けることができる。また、装飾用照明器具の両表面から見える光源の像は、従来と
比較して急激にその見かけ上の光量（輝度）が減少するように見えるので、従来と比較し
てより落ち着いた雰囲気の奥行き感を演出することができる。
【００１２】
本考案の第２の態様は、前記２つのハーフミラーの表面間の距離が異なる距離変動部を有
することを特徴とする第１の態様に記載の装飾用照明器具にある。
【００１３】
かかる第２の態様では、距離変動部により、ハーフミラーによって反射される反射光の方
向が変化し、装飾用照明器具に映し出される光源の配置に変化をつけることができる。
【００１４】
本考案の第３の態様は、前記距離変動部は、前記ハーフミラーを屈曲させることによって
形成されることを特徴とする第２の態様に記載の装飾用照明器具にある。
【００１５】
かかる第３の態様では、容易に距離変動部を形成することができる。
【００１６】
本考案の第４の態様は、一方の板状部材の他方の板状部材側とは反対側の表面の少なくと
も一部に、着色された半透明の薄膜が設けられていることを特徴とする第１～第３の態様
の何れか１つに記載の装飾用照明器具にある。
【００１７】
かかる第４の態様では、装飾用照明器具に映し出される光源の色を自由にかつ容易に変更
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することができる。
【００１８】
本考案の第５の態様は、一方の板状部材の他方の板状部材側とは反対側の表面の少なくと
も一部に、情報を表示する表示部が設けられていることを特徴とする第１～第４の何れか
１つに記載の装飾用照明器具にある。
【００１９】
ここで、「情報」とは、文字だけでなく、図やキャラクター等のあらゆる情報を含む概念
である。
【００２０】
かかる第５の態様では、一方の板状部材の他方の板状部材側とは反対側の表面に表示部が
設けられるので、他方の板状部材側からその表示部は見えず、一方の板状部材側からしか
その表示部は見えない。その結果、一方の板状部材側表面にのみに所定の情報を表示させ
ることができる。
【００２１】
本考案に係る第６の態様は、一方の板状部材の他方の板状部材側とは反対側の表面に設け
られた表示部に表示された情報と、他方の板状部材の一方の板状部材側とは反対側の表面
に設けられた表示部に表示された情報とが異なることを特徴とする第５の態様に記載の装
飾用照明器具にある。
【００２２】
かかる第６の態様では、装飾用照明器具の見る方向によって、異なる情報を表示させるこ
とができる。また、一方の板状部材の表面に設けられた表示部は、他方の板状部材側から
見えず（一方の板状部材の表面に表示部が存在することが認識できない）ので、装飾用照
明器具の各外側表面に全く異なる表示部を設けても違和感のない雰囲気の奥行き感を演出
することができる。
【００２３】
本考案の第７の態様は、前記光源は、前記装飾用照明器具の内側端部に配置されているこ
とを特徴とする第１～第６の態様の何れか１つに記載の装飾用照明器具にある。
【００２４】
かかる第７の態様では、装飾用照明器具の形状に合わせて光源の像が複数形成されるので
、より幻想的な雰囲気の奥行き感を演出することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】図１は実施形態１に係る装飾用照明器具の概略断面図である。
【図２】図２は実施形態１に係る装飾用照明器具の概略正面図（背面図）である。
【図３】図３は実施形態２に係る装飾用照明器具の概略断面図である。
【図４】図４は実施形態２に係る装飾用照明器具をＢ方向から見た際の概略正面図である
。
【図５】図５は実施形態３に係る装飾用照明器具の概略断面図である。
【図６】図６は実施形態４に係る装飾用照明器具の概略断面図である。
【図７】図７は実施形態４に係る装飾用照明器具をＡ方向から見た際の概略正面図である
。
【図８】図８は実施形態４に係る装飾用照明器具をＢ方向から見た際の概略正面図である
。
【図９】図９は従来の装飾用照明器具の概略断面図である。
【図１０】図１０は従来の装飾用照明器具の概略正面図である。
【考案を実施するための形態】
【００２６】
以下に添付図面を参照して、本考案に係る装飾用照明器具の実施形態を説明する。なお、
本考案は、以下の実施形態に限定されるものではない。
（実施形態１）



(5) JP 3221002 U 2019.4.18

10

20

30

40

50

【００２７】
図１に本実施形態に係る装飾用照明器具の概略断面図を示す。この図に示すように、対向
する同形状の板状部材１０、２０の内側表面にハーフミラー１５、２５がそれぞれ形成さ
れている。
【００２８】
そして、２つの板状部材１０、２０は、側部材３０を介して、全周に亘ってそれぞれの端
部が接続されている。すなわち、装飾用照明器具１は、略平行に配置された２つの板状部
材１０、２０と、それらの全周囲に亘って板状部材１０、２０の端部同士を接続する複数
の側部材３０とで密閉された中空状の形状をしている。
【００２９】
側部材３０のハーフミラー１５、２５が形成されている側（装飾用照明器具１の内側）の
表面上には、電源（図示しない）に接続された光源であるＬＥＤ（発光ダイオード）５０
が所定の間隔で、装飾用照明器具１の全周に亘って設けられている。
【００３０】
この装飾用照明器具１のＬＥＤ５０を点灯させると、ＬＥＤ５０はハーフミラー１５とハ
ーフミラー２５との間に配置されているので、ＬＥＤ５０の光はハーフミラー１５とハー
フミラー２５と間で反射される。その結果、ハーフミラー１５とハーフミラー２５とには
、それぞれの配置位置に応じたＬＥＤ５０の像が写り、ハーフミラー１５に映ったＬＥＤ
５０の像は、ハーフミラー２５を通してＡ方向から見ることができ、ハーフミラー２５に
映ったＬＥＤ５０の像は、ハーフミラー１５を通してＢ方向から見ることができる。すな
わち、Ａ方向からもＢ方向からも、ＬＥＤ５０の像を見ることができる。
【００３１】
また、ハーフミラー１５、２５は、入射する光の一部を透過させるため、ハーフミラー１
５およびハーフミラー２５によって反射されたＬＥＤ５０の像は対向するハーフミラー１
５またはハーフミラー２５に反射されるたびに、従来の装飾用照明器具と比較して急速に
暗くなる。したがって、ハーフミラー１５やハーフミラー２５の奥の方に見えるＬＥＤの
像ほど急速に暗くみえるので、従来の装飾用照明器具と比較して、奥の方がより暗闇に包
まれているという雰囲気を醸し出すことができる。
【００３２】
その結果、例えば、装飾用照明器具１がツリー状で、Ａ方向から見た場合には、図２に示
すように、ハーフミラー１５とハーフミラー２５との配置位置に応じて、見かけ上のＬＥ
Ｄ（ＬＥＤの像５０ａ）の数を増加させることができ（従来の装飾用照明器具と比較する
と見かけ上のＬＥＤの数は少ない）、かつ見かけ上のＬＥＤの像５０ａの配置や光量（輝
度）によって、装飾用照明器具１は、従来の装飾用照明器具と比較して、より立体的に見
えるようになっている。なお、装飾用照明器具１は、Ｂ方向から見ても同様にＬＥＤの像
５０ａが見える。
【００３３】
ここで、板状部材１０、２０は、透明または半透明な部材（ＬＥＤ５０の光の全部または
一部が透過できるもの）であれば、材質、大きさや形状は特に限定されない。板状部材１
０、２０としては、例えば、ガラス板やアクリル板等が挙げられる。そして、板状部材１
０、２０の形状によって、装飾用照明器具１の形状が定まる。
【００３４】
ハーフミラー１５、２５は、ＬＥＤの光の一部を反射し、一部を透過させることができる
ものであれば、材質や厚みは特に限定されない。ハーフミラー１５、２５としては、例え
ばスズや銀等の金属薄膜等が挙げられる。なお、ハーフミラー１５とハーフミラー２５と
は異なる材料で形成されていてもよい。
【００３５】
側部材３０は、板状部材１０、２０を略平行に保持することができるものであれば、大き
さ、形状や材質は特に限定されないが、ウレタンのように弾力性を有する材料で構成され
ているものが好ましい。弾力性を有する材質を用いることにより、板状部材１０、２０に
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応力がかかっても、その応力を逃がすことができるので、装飾用照明器具１が壊れにくく
なる。なお、板状部材１０、２０と側部材３０との接着方法は特に限定されず、紫外線硬
化樹脂等の接着剤等で接着してもよい。
【００３６】
本実施形態では、光源としてＬＥＤ５０を用いたが、光源は光ることができるものであれ
ば特に限定されない。光源としては、例えば、ＬＥＤの他に豆電球や有機エレクトロルミ
ネッセンス（有機ＥＬ）等が挙げられる。
【００３７】
以上説明したように装飾用照明器具１を構成することにより、両面からＬＥＤの像５０ａ
を見ることができるので、より多くの者の目を引き付けることができる。また、装飾用照
明器具１の両表面から見えるＬＥＤの像５０ａは、従来と比較して急激にその見かけ上の
光量（輝度）が減少するように見えるので、従来と比較してより落ち着いた雰囲気の奥行
き感を演出することができる。
（実施形態２）
【００３８】
実施形態１では、ハーフミラー１５とハーフミラー２５との距離がほぼ一定（平行）にな
るように装飾用照明器具を構成したが、本考案はこれに限定されない。例えば、図３に示
すように、板状部材１０の一部を装飾用照明器具１Ａの内側方向に屈曲させて、ハーフミ
ラー１５とハーフミラー２５との距離ｄが他の場所の距離Ｄよりも小さくなる（Ｄ＞ｄ）
ような距離変動部１１を有するように装飾用照明器具１Ａを構成してもよい。他の構成は
、実施形態１の装飾用照明器具と同様である。
【００３９】
このように装飾用照明器具１Ａを構成すると、例えば図４に示すように、複数のＬＥＤの
像５０ａが距離変動部１１の近くに位置するように見える。すなわち、ＬＥＤの像５０ａ
が、距離変動部がない場合と比較して、距離変動部１１側に集まっているように見える。
【００４０】
一方、逆に、板状部材１０の一部を装飾用照明器具１Ａの外側方向に屈曲させて、ハーフ
ミラー１５とハーフミラー２５との距離ｄが他の場所の距離Ｄ（Ｄ＜ｄ）よりも遠くなる
ような距離変動部を有するように装飾用照明器具を構成すると、図示しないが、逆に、各
ＬＥＤ１５０ａの像の位置が距離変動部から遠くに位置するように見える。すなわち、各
ＬＥＤ１５０ａの像が距離変動部から遠ざかっているように見える。
【００４１】
このように距離変動部１１を有するように装飾用照明器具１Ａを構成することにより、距
離変動部１１により、ハーフミラー１５、２５によって反射される反射光の方向が変化し
、装飾用照明器具１Ａに映し出されるＬＥＤの像５０ａの配置に変化をつけることができ
る。
【００４２】
なお、本実施形態では、板状部材１０を屈曲させて距離変動部１１を有するように装飾用
照明器具１Ａを構成したが、板状部材２０を屈曲させて距離変動部を有するようにしても
よいし、板状部材１０および板状部材２０のそれぞれを屈曲させて距離変動部を有するよ
うに装飾用照明器具を構成してもよい。板状部材１０および板状部材２０のそれぞれを屈
曲させることにより、装飾用照明器具に映し出されるＬＥＤの像５０ａの配置に、より複
雑な変化を付けることができる。
（実施形態３）
【００４３】
上述した実施形態では、各板状部材の装飾用照明器具の外側表面に何も設けなかったが、
本考案はこれに限定されない。例えば、図５に示すように、板状部材１０の板状部材２０
側とは反対側（装飾用照明器具１Ｂの外側）の表面に着色された半透明の薄膜１７を設け
、板状部材２０の板状部材１０側とは反対側（装飾用照明器具１Ｂの外側）の表面に着色
された半透明の薄膜２７を設けてもよい。他の構成は、実施形態１の装飾用照明器具と同
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様である。
【００４４】
このように板状部材１０、２０の外側表面に着色された半透明の薄膜をそれぞれ設けるこ
とによって、装飾用照明器具１Ｂに映し出されるＬＥＤの像の色を自由にかつ容易に変更
することができる。なお、半透明の薄膜１７および半透明の薄膜２７の色は特に限定され
ず、異なる色で着色されていてもよい。異なる色で着色された半透明の薄膜１７、２７を
用いることにより、見る方向（Ａ方向またはＢ方向）によって、映し出されるＬＥＤの像
の色を変えることができる。
【００４５】
なお、本実施形態では、装飾用照明器具１Ｂの外側表面の全面に亘って、半透明の薄膜１
７、２７を設けたが、外側表面の一部に設けてもよいのは言うまでもない。
（実施形態４）
【００４６】
また、図６に示すように、板状部材１０の板状部材２０側とは反対側（装飾用照明器具１
Ｃの外側）の表面に第１表示部１９を設け、板状部材２０の板状部材１０側とは反対側（
装飾用照明器具１Ｃの外側）の表面に第２表示部２９を設けてもよい。
【００４７】
このように装飾用照明器具１Ｃを構成することにより、板状部材１０の板状部材２０側と
は反対側の表面に表示部１９が設けられるので、板状部材２０側（Ａ方向）から表示部１
９は見えず、板状部材１０側（Ｂ方向）からしか表示部１９は見えない。
【００４８】
一方、板状部材２０の板状部材１０側とは反対側の表面に表示部２９が設けられるので、
板状部材１０側（Ｂ方向）から表示部２９は見えず、板状部材２０側（Ａ方向）からしか
表示部１９は見えない。
【００４９】
その結果、例えば、図７および図８に示すように、装飾用照明器具１Ｃの見る方向によっ
て、異なる情報を違和感なく表示部１９、２９に表示させることができる。
（他の実施形態）
【００５０】
上述した実施形態２では、板状部材を屈曲させて距離変動部を形成したが、距離変動部の
形成方法はこれに限定されない。例えば、ハーフミラーの一部の厚みを変えることで距離
変動部を形成してもよいし、板状部材の厚みを変えることで距離変動部を形成してもよい
。また、板状部材に物体等を押し付けて板状部材を変形させることで距離変動部を形成し
てもよいし、板状部材に熱を加えて板状部材の形状を変形させることで距離変動部を形成
してもよい。このように距離変動部を形成しても、実施形態２に係る装飾用照明器具と同
様の効果が得られる。
【００５１】
また、上述した実施形態３および４では、各板状部材の外側表面のそれぞれに着色された
半透明の薄膜や表示部を設けたが本考案はこれに限定されない。いずれか一方の板状部材
の外側表面に着色された半透明の薄膜や表示部を設けてもよいのは言うまでもない。
【００５２】
さらに、上述した実施形態では、２つの板状部材が略平行になるように装飾用照明器具を
構成したが、本考案はこれに限定されず、２つの板状部材がある程度の角度を有するよう
に装飾用照明器具を構成してもよい。
【符号の説明】
【００５３】
　１、１Ａ、１Ｂ、１Ｃ　　装飾用照明器具
　１０、２０　　板状部材
　１１　　距離変動部
　１５、２５　　ハーフミラー
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　１７、２７　　着色された薄膜
　１９、２９　　表示部
　３０　　側部材
　５０　　ＬＥＤ
　５０ａ　　ＬＥＤの像
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